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下馬地区について

下馬地区の人口は、４３．２５７人で、
世帯数は２３．４８２世帯である。
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研究の背景

首都直下地震が発生すると、下馬地区は、全壊棟
数２５５棟、半壊棟数７５０棟、全焼棟数９４０
棟、死者２８人の被害が出ると想定されている。

これらの被害の中でも火災に注目して、木造密集
地域における火災対策について研究を進めていく。
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首都直下地震等による東京の被害想定（令和4年5月25日公表）
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000902/1021571.ht
ml
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首都直下地震等による東京の被害想定（令和4年5月25日公表）

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000902/102157

1.html
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リサーチクエスチョン

下馬地区において首都直下地震の地震火
災における消火設備は適当か？
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仮説

①消火設備やスタンドパイプが備わって
いない。

②使用できる人がいないから。
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スタンドパイプ
とは

スタンドパイプ消火資機
材は、消火栓や排水栓に
接続して消火活動ができ
る資機材である。約1５
メートル先まで放水が届
き、従来の消火器や消火
用バケツに比べて、大き
な消火能力が期待できる。

やってみよう！防災訓練 ?スタンドパイプの使い方? - 東京消防
庁

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/learning/contents/stand
pipe/contents02_1.htm
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スタンドパイプ

 10/23 中井撮影
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下馬地区のフィールドワーク

10/23に、野沢地区一丁目会長様、防災
部長様、街コラボの柴田様、世田谷区役
所の協力のもと、野沢一丁目のまち歩き
を行った。１0/23 中井撮影

 /23
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道が狭く、行き止まりの箇所もある。

適切な避難経路を確保しないと逃げ遅れ
る可能性がある。

フィールドワークでの知見12



仮説①の検証13



仮説①の検証

野沢一丁目では、町内会でスタンドパイプを７個
所持しており町内全域をまんべんなく消火できる。

消火設備については、十分である。

世田谷区防災白書より、ほかの区でも同等のこと
が言える。
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世田谷区防災白書より15



仮説②の検証

ヒアリング調査を行った。

日にち・10月23日

対象・世田谷区下馬地区野沢1丁目の町内会
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ヒアリング調査の結果

スタンドパイプを扱える人が少ない。

操作方法を扱うことができるのは10名程
度。
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まとめ

スタンドパイプの放水範囲で町内を消火
することは可能。

扱える人が少ない。
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課題

スタンドパイプの操作方法を多くの人に
知って知ってもらう必要がある。
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提案

スタンドパイプの操作方法の動画を作成し、
多くの人達にスタンドパイプについて知って
もらう。
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動画QRコード

３分でわかるスタンドパイプの使い方

21



１月２８日野沢一丁目スタンドパイプ訓練の様子22



消火設備に関するヒアリングの結果

①スタンドパイプは町内会でどのくらい保持
しているのか。

A.７個
②スタンドパイプを消火栓に取り付ける訓練
の頻度はどのくらいか。

A.２ヶ月に一度
③訓練には何人来るのか。又スタンドパイプ
を正しく設置できる人は何人いるのか。

A.役員、約10名
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消火設備に関するヒアリングの結果

④訓練に来る人たちどのような人か。年齢
層など

A.高齢な方が多い

⑤消火栓の位置から全ての住宅を消火する
範囲であるか。

 A.１つの範囲としては約１００mだが、
いろいろな消火栓からアプローチをかければ
大体網羅出来る。
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消火設備に関するヒアリングの結果

⑥スタンドパイプはどのように取り寄せる
のか。又一つに対する費用はどのくらいか。

 A.15万円

⑦区役所はスタンドパイプの所持について
目標とかあるのか。

 A.特にない

25



参考文献

 世田谷区ホームページ

https://www.city.setagaya.lg.jp ２０２３年１１月３日閲覧

第２章世田谷区の現状と被害想定 ２０２３年１０月２４日閲覧

https://www.city.setagaya.lg.jp
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ご清聴ありがとうございました。
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